
「北海道環境産業振興戦略

第 1章 戦略策定の基本的考え方

第2章 現状・課題とめざす姿

○北海道の強みを競争力の強化につなげてい<ことが必要
○収益力に課題、地域社会全体の取組による対応が必要

○中小企業者が多く単独では事業展開力に限界

第3章 重点的に取り組む分野

資料 5

(仮称)」 骨子 (案)について
平成 24年 1月 10日

経済部環境 。エネルギー室

0世界 :地球環境、新興国の急成長、資源問題
0日 :環境・エネルギーを新しい成長の柱に
O北海道 :「北海道洞爺湖サミットJ開催
→環境のフロントランナーを目指した取組を推進
03_11の 大震災
一国のエネルギー政策の見直し、国民の新エネに対する
期待と関心の高まり
→産業界での製造拠点の分散fじや海外移転検討

戦略策定の必要性 1目的

《必要性》
○「低炭素」「循環型」「自然共生」「安全安心」な社会の実現に貢献
○産業界、研究機関、地域などが方向性を共有、連携した取組を進
めていけるよう道として戦略を策定
《目的》
○環境産業を経済活性イじに向けた推進エンジンのひとつとして育
成・振興を図る

《期間》 平成27年度までの5年間

《産業》世界を視野に飛翔する環境産業群の形成

《地域》地域に広がる多様な環境ビジネスの目出

《社会》環境と経済の調和を目指す社会の仕組みづくり

《低炭素型 (エネルギー)》

《循環型 (リサイクリレ)》
1省ェネルギー関週  隊世代自動車関J

第4章 戦略展開 ～ 4つの戦略

第5章 戦略の推進に向けて

○工程表 ○事業者、研究機関、市町村等との連携強化 ○庁内の推進体制 ○戦略の進行管理


